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町税

町債

自主財源
50.9％

依存財源
49.1％

県支出金

地方交付税

国庫支出金

譲与税・交付金
（地方譲与税、地方消費税交付金、

地方特例交付金など）

繰入金

5億5,736万円
（財産収入、諸収入、使用料及び手数料、

分担金及び負担金など）

38億3,202万円

2億3,910万円

11億5,585万円

12億9,700万円

22億4,414万円

2億3,500万円

9億4,053万円

36.5％

11.0％

12.3％

21.4％

9.0％5.4％

2.3％
2.1％

も
っ
と
も
っ
と
元
気
な
町
『
お
お
い
』
へ

平
成
20
年
度
　
当
初
予
算

総額136億6,115万円（2.9％増）

●一般会計予算　 105億 100万円　　（6.2％増）

●特別会計予算　 31億6,015万円　　（6.9％減）

105億100万円

今
年
度
は
、「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」

の
整
備
や
「
光
ケ
ー
ブ
ル
引
込
工
事
」

な
ど
の
主
要
事
業
を
継
続
し
て
実
施
。

加
え
て
、「
名
田
庄
総
合
施
設
」
や

「
名
田
庄
ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」、

「
農
産
加
工
施
設
（
名
田
庄
漬
工
場
）」

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
今
年

８
月
開
館
予
定
の
「
福
井
県
こ
ど
も

家
族
館
管
理
運
営
事
業
」、
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
の
期
間
を
拡
大
し
た

「
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
」
も

実
施
し
ま
す
。
更
に
、
前
年
度
に
策

定
し
た
「
第
一
次
お
お
い
町
総
合
計

画
」
の
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
各
種

施
策
を
今
後
10
年
間
に
わ
た
っ
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
立
地
に
関
連
す
る
お
金
が
全
体

の
半
分
以
上

歳
入
の
中
で
最
も
多
い
の
は
「
町
税
」
で
、
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
が
あ
り
、
そ

の
大
部
分
は
原
子
力
発
電
所
の
立
地
に
よ
る
固
定
資
産

税
（
大
規
模
償
却
資
産
）
で
す
。

こ
の
ほ
か
国
庫
・
県
支
出
金
と
い
っ
た
、
国
や
県
か

ら
原
子
力
発
電
施
設
を
有
す
る
町
に
交
付
さ
れ
る
お
金

（
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
、
核
燃
料
税
交
付
金
）

な
ど
が
主
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
、
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
２
・
５
％
の
減
、

国
庫
・
県
支
出
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
は

17
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
業
を

重
点
的
に

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成
20
年

度
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
規

模
は
一
般
会
計
が
１
０
５
億
１
０
０
万
円
、

特
別
会
計
が
31
億
６
、
０
１
５
万
円
の
総

額
１
３
６
億
６
、
１
１
５
万
円
で
す
。

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
経
常

経
費
の
抑
制
・
削
減
に
最
大
限
に
努
め
た

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
予
算
を

基
に
「
魅
力
を
高
め
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る

元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
各
種
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

1

77
・
１
１
１
１

歳入
（収入）

8月1日の開館に向けて準備を進めている「福井
県こども家族館」



議会費議会費
議会運営事業　7,019万円

総務費
高速通信網構築事業（光ケーブル引込工事など）

2億7,054万円

デジタル放送設備整備事業　5,501万円

スーパー大火勢開催事業　　5,065万円

名田庄星のフィエスタ開催事業　1,002万円

コミュニティバス運行事業　4,081万円

防災対策事業　2,484万円

有線放送施設統合事業　2,462万円

（新）おおい町総合計画推進事業　141万円

（新）防災行政無線整備事業　2,400万円

（新）環境基本計画策定事業　333万円

民生費民生費
心身障害者医療費助成事業　4,152万円

知的障害者援護施設支援費事業　2,819万円

子育て支援医療費助成事業　3,136万円

（新）こども家族館管理運営事業　9,710万円

（新）後期高齢者医療広域連合事業　9,460万円

（新）要介護高齢者支援事業　1,328万円

衛生費衛生費
総合施設「なごみ」医療関連部門等管理運営委託

事業　　8,000万円

ごみ収集運搬事業　3,258万円

清掃センター管理事業　1億7,327万円

排水路管理事業　3,147万円

農林水産業費農林水産業費
農産加工施設整備事業　1億6,614万円

地籍調査事業　3,187万円

中山間地域総合整備事業　1億74万円

（新）名田庄ウッディーセンター施設整備事業

1億2,795万円

漁港施設整備事業　4,350万円

商工費商工費
頭巾山青少年旅行村管理運営事業　4,725万円

観光ポスター等作成事業　230万円

桜保育管理事業　320万円

土木費土木費
うみんぴあ大飯事業　3億6,419万円

道路新設改良事業　3億7,816万円

道路維持補修事業　8,953万円

橋りょう新設改良事業　4,865万円

消防費消防費
若狭消防組合事業　2億5,746万円　　

教育費教育費
名田庄総合施設整備事業　3億1,779万円

総合運動公園管理事業　1億8,743万円

若州一滴文庫管理事業　3,539万円

給食センター事業　5,645万円

105億100万円

31億6,015万円

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
真
に
必
要
な
事
業

の
展
開
を

歳
出
は
約
６
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
前
年

度
と
比
較
し
て
、
農
林
水
産
業
費
、
教
育
費
の
伸

び
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
業
費

で
は
「
名
田
庄
ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」、「
名
田

庄
漬
工
場
」
の
移
転
整
備
な
ど
で
38
・
０
％
、
教

育
費
で
は
「
名
田
庄
総
合
施
設
」
の
整
備
な
ど
で

32
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０

万
円
以
上
の
新
規
事
業
は
22
件
あ
り
、
さ
ら
な
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
各
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
お
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
は
左
の
主
要
事
業
紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
保
険
料
や
使
用
料
な

ど
で
運
営
し
、
一
般
会
計
と
は
区
別

し
て
独
立
し
た
予
算
で
行
う
会
計
で

す
。
今
年
度
は
、
今
年
４
月
か
ら
新

た
に
制
度
が
始
ま
っ
た
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
対
応
す
る
た
め
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
」

を
新
た
に
加
え
た
、
９
つ
の
特
別
会

計
と
な
り
ま
す
。

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

総務費

公債費

教育費

商工費　
2億2,821万円
2.2%消防費　

2億7,826万円
2.7％

議会費
8,607万円
0.8％

その他
6,950万円
0.7％

16億3,609万円

17億1,615万円

8億7,519万円

11億6,858万円

25億2,261万円

6億4,702万円

12億7,332万円

24.0％

11.1％

8.3％

15.6％

16.3％

12.1％

6.2％

主な事業
事業はたくさんありますが、ここでは
各分野の主要事業について紹介します。

（
支
出
）

歳
出

特別会計
特別会計名

合　　　計 31億6,015万円

予算額
老人医療

後期高齢者医療

国民健康保険

国民健康保険診療

介護保険

介護サービス

簡易水道

農業集落排水

特定環境保全公共下水道

9,815万円

1億 289万円

8億2,945万円

1億6,738万円

6億9,565万円

1,256万円

5億7,289万円

5億1,062万円

1億7,056万円

「後期高齢者医療事業特別会計」を新設

「子育て支援医療費助成事業」では子どもの
医療費無料化を小学校卒業時の12歳まで拡大

（新）は新規事業
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お
お
い
町
が
元
気
で
あ
る
た
め

に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
な
く
、

住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
お
お

い
町
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

「
み
ん
な
で
　
ま
“
環わ

”
そ
う

“
お
お
い
”
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
仮
称
）」
は
、
住
民
や
事

業
者
な
ど
が
主
役
に
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
自

分
た
ち
で
取
り
組
む
活
動
の
内
容

みんなで　ま“環
わ

”そう　
“おおい”のまちづくりプロジェクト（仮称）

チームメンバー募集

●参加資格
〈本町に関わりある全ての方が対象です〉
・町内に居住している方
・町内事業所に勤務している方
・町内で活動している団体等
●募集人員
・50人程度（先着順で受け付け、定員になり次
第募集を締め切ります）
●応募方法
①住所②氏名③年齢④連絡先⑤おおい町との

関わり（町民、学校に通っている、勤務してい
る、団体などに所属しているなど）⑥応募理由
を記入のうえ、はがき、ファックス、電子メー
ルで応募宛先までご応募ください。また、各戸
に配布した「応募申込票」が付いた募集チラシ
や町のホームページでも受け付けています。

役場企画課　まちづくりプロジェクトチーム担当宛
〒919-2111 おおい町本郷136-１-１

177・1111（内線223）

ファックス：77・1289
電子メール：kikaku@town.ohi.lg.jp
ホームページアドレス：http://www.town.ohi.fukui.jp

まちを元気にしたい。その思いを待っています！

応募締め切り

6月30日（月）

応募はこちらまで

ど
う
し
た
ら
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
る
の

ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の

や
「
実
際
に
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て

実
行
し
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
活
動
の
準
備
を
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

日
頃
の
お
お
い
町
へ
の
思
い
、

「
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ら
い
い

な
」「
こ
ん
な
町
だ
っ
た
ら
住
み
つ

づ
け
た
い
」。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
ま
ち

の
将
来
像
を
話
し
合
い
、
元
気
な

お
お
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

堅
苦
し
い
会
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
概
要
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的

な
開
催
日
時
、
正
式
名
称
な
ど
は
、

こ
の
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
後
に
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
で
決
定
、
調
整

し
て
い
き
ま
す
。
町
で
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
行
補
助
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

元気いっぱいに空を泳ぐこいのぼりのように
私たちのまちも元気でありつづけたい



県
営

大
津
呂

お
お
つ
ろ

ダ
ム
の
本
体
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

5

県
営
大
津
呂
ダ
ム
計
画
は
、
平
成
元
年

度
に
事
業
採
択
を
受
け
、
以
来
、
各
種
の

調
査
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
工

事
用
道
路
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
は
ダ
ム
本
体
の
工
事

に
着
手
し
、
平
成
23
年
度
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

こ
の
ダ
ム
は
、
治
水
と
利
水
を
目
的
と

す
る
生
活
貯
水
池
で
、
県
下
で
は
永
平
寺

ダ
ム
、
浄
土
寺
ダ
ム
（
勝
山
市
）
に
次
ぐ

3
番
目
の
ダ
ム
で
す
。

大津呂ダムができるまで （予定）

ダム本体掘削（平成20年度～平成21年度）
法面をできるだけ少なくなるよう配慮しなが

ら強固な岩盤まで掘削します。

↓
ダム本体打設（平成21年度～平成23年度）
現地で製造したコンクリートをクレーンを用

いて、打設します。

↓
供用開始（平成24年度）
ダム完成後、ダムの安全性及び貯水池周辺の

状態を確認しながら、貯水（試験湛水
たんすい

）を行

った後、運用を開始します。

ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
・
・
・

水
道
源
の
確
保

大
津
呂
川
は
本
郷
地
先
の
耕
地

な
ど
に
対
す
る
か
ん
が
い
用
水
や

水
道
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

水
を
供
給
し
、
暮
ら
し
と

川
に
潤
い
を
与
え
ま
す

洪
水
の
被
害
を
軽
減
し
、

安
全
な
暮
ら
し
に
貢
献
し
ま
す

■位置図

●ダム名　大津呂ダム

●区　分　多目的ダム

●目　的　洪水調節、かんがい・維持・水道用水

●河川名　佐分利川水系　大津呂川

す
が
、
過
去
に
何
度
か
深
刻
な
水

不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
加

え
て
、「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
の
施

設
整
備
に
伴
っ
て
水
需
要
の
増
大

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
水
道
源
の

確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
環
境
の
保
全

大
津
呂
川
で
は
、
夏
場
の
水
不

足
に
よ
っ
て
川
の
水
が
干
上
が
り
、

生
物
の
生
息
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

か
ん
が
い
用
水
な
ど
の
安
定
化
と

河
川
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

洪
水
調
節

大
津
呂
川
周
辺
で
は
、
過
去
に

洪
水
被
害
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
ダ
ム
に
は
ふ
だ
ん
水
を
貯
め

て
お
く
容
量
の
上
に
、
空
き
容
量

を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
洪

水
を
一
時
的
に
貯
留
さ
せ
、
下
流

へ
一
気
に
洪
水
が
流
れ
る
の
を
防

ぎ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
将
来
大

き
な
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
に
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、

様
々
な
問
題
に
備
え
ま
す
。
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な
ご
み
診
療
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

77
・
２
７
５
３

介
護
老
人
保
健
施
設
「
な
ご
み
」

1

77
・
３
１
８
４

※
電
話
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

な
ご
み
診
療
所

こ
ち
ら

名田庄診療所長　中村伸一

前
回
の
続
き
で
す
。

あ
る
日
の
夕
方
、
早
野
弘
さ
ん

（
78
歳
・
仮
名
）
と
同
居
す
る
お
嫁

さ
ん
が
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
ど
う

や
ら
認
知
症
が
は
じ
ま
っ
た
ら
し

い
と
の
こ
と
で
す
。

半
年
前
か
ら
物
忘
れ
が
目
立
つ

認
知
症
介
護
の
ポ
イ
ン
ト

そ
の
２

〜
事
実
は
さ
て
お
き
、
感
情
を

受
容
し
ま
し
ょ
う
〜

よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
と
う
と
う
今

日
の
午
後
に
は
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ

た
30
分
後
に
「
昼
飯
は
ま
だ
か
？
」

と
聞
く
始
末
。

30
分
前
に
食
べ
た
昼
食
さ
え
も
忘

れ
て
し
ま
う
義
父
を
み
た
お
嫁
さ
ん

は
、「
お
義
父
さ
ん
、
何
を
ボ
ケ
た

こ
と
言
っ
て
る
の
！
さ
っ
き
、
食
べ

た
ば
っ
か
り
で
し
ょ
。
い
い
加
減
に

し
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
怒
鳴
っ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

彼
女
の
気
持
ち
も
理
解
で
き
ま

す
。
も
と
も
と
仲
の
良
か
っ
た
義
父

の
認
知
症
が
進
ん
だ
こ
と
に
気
が
つ

い
て
、
き
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
う
悪
気
は
な
か
っ
た

の
に
、
思
わ
ず
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
ね
。

認
知
症
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は

「
事
実
は
忘
れ
、
感
情
が
残
る
」
こ

と
で
す
。

こ
の
場
合
の
事
実
は
「（
昼
食
を

食
べ
た
の
を
忘
れ
）
嫁
に
し
か
ら
れ

た
」
こ
と
で
、
感
情
は
「（
し
か
ら

れ
て
）
嫌
な
思
い
を
し
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
弘
さ
ん
に
と
っ
て
残
る

の
は
、
嫌
な
思
い
を
し
た
と
い
う
感

情
だ
け
な
の
で
す
。
な
ぜ
嫌
な
思
い

を
し
た
の
か
は
、
忘
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
介
護

者
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
？

義
父
「
昼
飯
は
ま
だ
か
い
な
ー
？
」

嫁
「
あ
ら
、
お
父
さ
ん
、
ま
だ
お
腹

が
空
い
て
い
た
の
ね
。
十
分
ご
飯
を

用
意
で
き
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い

ね
。
今
か
ら
準
備
し
ま
す
か
ら
、
テ

レ
ビ
で
も
見
て
待
っ
て
て
く
だ
さ
い

ね
」と

い
う
具
合
に
、
お
腹
が
空
い
て

も
っ
と
食
べ
た
い
気
持
ち
を
認
め
、

そ
の
こ
と
に
や
さ
し
く
対
応
す
れ

ば
、
お
腹
は
満
た
さ
れ
な
く
て
も
心

は
満
た
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
ご

飯
を
要
求
し
た
こ
と
自
体
も
忘
れ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。「
う
ち
の
嫁
は

や
さ
し
い
」
と
い
う
心
地
よ
い
感
情

だ
け
が
残
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
常
に
そ
ん
な
に
う
ま

く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
基
本
は
、
事
実

は
と
も
か
く
気
持
ち
を
受
容
し
、
悪

い
感
情
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。

「
事
実
は
忘
れ
、
感
情
は
残
る
」

認
知
症
の
方
に
対
し
て
は
、「
事
実

は
さ
て
お
き
、
感
情
を
受
容
」
す
る

こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
気
温
や
湿
度
が
上
昇
し
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
特
に
生
の
魚
介
類
か
ら
感
染
す
る
「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
」

や
過
熱
不
十
分
な
肉
や
卵
を
介
し
て
感
染
す
る
「
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
」
な

ど
細
菌
感
染
に
伴
う
食
中
毒
が
増
加
し
ま
す
。
高
齢
者
や
乳
児
が
感
染

す
る
と
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
が
最
も
重
要
で
す
の
で

食
品
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

以下に挙げた食中毒を防ぐ
心得を再確認しましょう。

第1 6月から9月は食中毒のシーズン
であることを肝に銘じること。

第2 新鮮な食品を用いて5℃以下の
低温で保存すること。冷蔵庫は過信せ
ず冷蔵庫の開閉をできるだけ減らし速
やかに行うこと。

第3 調理前に必ず石けんで手洗いを
すること。

第4 調理器具を清潔に保つこと。特
に生ものを調理した後は調理器具を必
ず熱湯消毒し、乾燥させること。

第5 調理後はなるべく早く食べるこ
と。できるだけ生ものは避け加熱する
こと。弁当は調理後4時間以内に食べ
ること。

食
中
毒
に
ご
用
心
。

鈴木将智医師



Aくじで選ばれなかった場合は、呼び出されません。

Q 候補者名簿に記載されたら、
必ず裁判所に行くことになるのですか?

裁判員候補者名簿に
名前が載ったら
必ず裁判所に行くことに
なるのかな？

いいえ 行かなくて
よいこともあります

そうなんだ！

裁判員候補者は
実際の事件ごとに
くじで選ばれるん
ですよ

ですから
名簿に名前が載っても
くじに当たらなければ
裁判所に行かなくても
よいことになります

名簿に
名前が載ったら
そのまま
載り続けるの？

いいえ
裁判員候補者
名簿は1年ごと
に作り直され
ます

裁判員候補者として
裁判所に行ったことが
あったり実際に
裁判員になったり
したことがあっても
また名簿に載ることが
あるの？

はいそうです
ただし 辞退をすることが
できる場合があります

また新しい名簿を作る
際も選挙人名簿から
くじで選びますので
翌年以降も
裁判員候補者名簿に
再び名前が載る
可能性はあります
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こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
！
裁
判
員
制
度
Q
&
A
⑦

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

⑦

■お問い合わせ先　なごみ保健課　177・3411

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度)

の
保
険
料
の
納
め
方
は

２
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

②
納
付
書
に
よ
る
個
別
納
付
（
普
通
徴
収
）

特
別
徴
収
対
象
の
方
に

は
、
す
で
に
保
険
料
仮
徴

収
額
決
定
通
知
書
（
兼
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
）
が

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
普
通
徴
収
の
方

に
は
７
月
上
旬
に
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
役

場
ま
た
は
町
内
金
融
機
関

で
期
日
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
普
通
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

小
浜
警
察
署
警
備
課

1
52
・
０
１
１
０

小
浜
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

北
海
道
洞
爺
湖

と
う
や
こ

サ
ミ
ッ
ト
が
、
７
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

小
浜
警
察
署
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
機
会
を
ね
ら
っ
た
テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
警
察
の
力
だ
け
で
は
、

暗
躍
あ
ん
や
く
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
を
発
見
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

普
段
の
生
活
の
中
で
、
不
審
な
人
、
車
、
船
な
ど
を
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
と

も
警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
地
域
の
力
で
若
狭
を
テ
ロ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

地
域
の
力
で
テ
ロ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

第1期　 7月1日から同月31日まで

第2期　 8月1日から同月31日まで　

第3期　 9月1日から同月30日まで

第4期　　10月1日から同月31日まで

第5期　　11月1日から同月30日まで

第6期　　12月1日から同月28日まで

第7期　 1月1日から同月31日まで

第8期　 2月1日から同月末日まで

▼保険料（普通徴収）の納期



「全国訪問おはなし隊」が、走る図書館 “キャラ
バンカー”に乗って大飯図書館にやってきました。
おはなし隊は、全国の図書館や学校を巡回して絵本
の読み聞かせなどを行っています。キャラバンカー
の中に展示されているたくさんの本は「本のすばら
しさを全国の子どもたちに知ってもらいたい」と無
料で開放。車の中の図書館が珍しいこともあって、
子どもたちが次々とキャラバンカーに乗り込み、読
書に夢中でした。
（4月19日　本とあそぼう全国訪問おはなし隊　大飯
図書館）

おはなし会も開催され、首をのばして話に聞き入っていた。

図書館まつりはたくさんの親子連れでにぎわいました。会
場には、日本画のように美しい色彩の「手づくり紙芝居」や
赤ちゃんも大好きな「布絵本」がたくさん展示されました。
特に注目を集めていたのが外国の「仕掛け絵本」で、恐竜や
竜巻などの絵が飛び出す仕組みに「魔法みたいっ！」と驚き
の声。ページをめくる楽しさとドキドキ感が子どもたちの心
をつかんだようでした。紙芝居、パネルシアター、大型絵本
などの上演もあり、臨場感たっぷりの語りに誰もがお話の世
界へ引き込まれていました。
（4月27日　図書館まつり　名田庄図書館）

楽しいお話たくさん乗せて

めくってビックリ仕掛け絵本

今年は佐分利地区の田園を見渡しながら歩く7㎞のコースで
した。750人が参加し、大行列の先頭集団は毎年決まって元気
いっぱいの子どもたち。チェックポイントでも我先にスタンプ
をもらおうと必死の様子でした。一方の大人たちは、おしゃべ
りしたり風景を楽しんだりとマイペースな様子。「腰が痛い」
「筋肉痛が心配」との声も聞こえてきましたが、いい天気のおか
げで皆さん気持ちよく歩くことができたのではないでしょうか。
（5月18日　ふるさとファミリーウォーク　佐分利地区）

笑顔晴れ晴れファミリーウォーク
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600通を超える応募の中から「きのっぴー」に決定。

今年は天候に恵まれたゴールデンウィークでした。そんな中、
きのこの森で開催された「ござんせフェスティバル」で、募集
していたミニブタの名前が発表されました。たくさんのお客さ
んが見守る中、のっそりと姿を見せるミニブタ。「ぼくの名前
は何になるのだろう・・・」。そんな期待と不安があったかど
うかは分かりませんが、名前は割られたくす玉から出てきた
「きのっぴー」に決定。発表当日は一日園長や似顔絵のモデル
を務めるなど早速の大忙しでした。
イベント期間中にはニジマス釣り（釣れなくて泣き出す子も

いた）や移動動物園、アヒルのレースなどが日替わりで開催さ
れ、連日子どもたちの笑顔であふれました。
（4月29日／5月3～5日　ござんせフェスティバル2008 きの
この森）

おおい町防犯隊では今後、「青色回転灯」による防犯パト
ロールを実施します。定期的に町内の巡回を行うことによっ
て、犯罪者を近づけない町づくりと皆さんに防犯意識を高め
てもらうことが目的です。青色の回転灯は防犯のしるしです。
皆さんもさらに安心・安全なおおい町となるよう、玄関灯や
門灯を一晩中点灯させるなどして犯罪抑止へのご協力をお願
いします。
（5月8日　青色回転灯防犯パトロール出発式　役場本庁）

お
お
い
町
防
犯
隊
長
　

畠
中
良
夫
さ
ん
（
山
田
区
）

青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

新
た
に
始
め
ま
し
た
が
、「
青
色
回
転

灯
」
＝
「
防
犯
」
で
あ
る
と
皆
さ
ん

に
認
識
し
て
い
た
だ
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
に

皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
が
さ
ら
に
高
ま

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
こ

と
に
最
近
は
小
さ
な
田
舎
町
で
も
凶

悪
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
部
活

動
で
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
に
は
特
に
気
を

配
っ
て
巡
回
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
防
犯
隊

一
丸
と
な
っ
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

きのこの森の新しいアイドル

青色回転灯は防犯のしるし

防犯意識のさらなる向上を！

9
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木木 金金 土土

おおい町教育委員会
177-1150

名田庄事務支局
167-3701

「おおいなる詩
うた

」募集
テーマは「星」

おおい町文化協会

お問い合わせは

おしらせ

■テーマ：
・「星」
（平成20年度町民文化祭テーマ）

■募集要項：
・400文字以内の詩
・表現形式は自由
・未発表の作品に限ります

■応募資格：
・不問

■備考：
応募は、必ず封書にて1通につ

き、1作品とします。応募数は問
いません。所定の応募用紙か原稿
用紙を使用してください。

■問い合わせ：
おおい町文化協会事務局
（おおい町教育委員会事務局内）

177-1150（内線421）

ブックスタート
場所　保健センターなごみ

（６ヶ月健診時に実施）
主催　大飯図書館

読書会
「源氏物語を読む」

13:30～15:00
場所　名田庄図書館

1122

バスケットボール教室
19:30～21:00
場所　総合運動公園体育館
対象　小学生以上
参加料　500円（保険代）

55,,1100

ゲートボール教室
13:30～17:30
場所　はまかぜ交流センター
対象　一般

文化少年団ハイキング
9:30～15:00
場所　八ヶ峰（名田庄槙谷）
対象　文化少年団員

2211

絵手紙教室
時間　19:30～
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館178-1211

1144,,2288

中央公民館
日本の童謡を歌おう
13:30～15:00
場所　総合町民センター
講師　中尾雍子氏

77,,2211
中央公民館
フラダンス教室
20:00～21:30
場所　総合町民センター
講師　荒木 和枝 氏

1133,,2200

28日（土）13:30～16:00
対象　中学生

4歳以上小学生未満とその保護者
29日（日）9:30～12:00
対象　小学生及びその保護者

◆場所　総合運動公園多目的グラウンド
◆参加料　100円（保険代として必要）
◆講師　ジュビロアカデミーコーチ　菊池忍

静岡産業大学サッカー部

バスケットボール教室（定員35名：参加者35名）

昨年度に引き続き2回目のバスケットボール教室を4月24日
（木）から8回にわたり開催しています。参加者の大半は小学生で
すが、中には大人も混じって楽しく、そして時には厳しくバスケ
ットボールをしています。
内容としては、基本であるドリブルやシュート、ゲームだけで

はなく、挨拶や講師のお話をしっかり聞くことにも力を入れた教
室となっています。

今年度の募集は締め切りました
が、締切後においても教室参加の
問合せがあり、担当としましても
嬉しい悲鳴をあげています。
来年度においても同様の教室を

開催したいと考えていますので、興味のある方はぜひご応募くだ
さい。
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月月 火火 水水日日
66月

愛護センター
大飯支部巡回指導
17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

3300

愛護センター
大飯支部巡回指導
17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

1166

絵本交流会
10:00～11:30
名田庄図書館

88

ブックスタート
10:00～10:30

ブランケットファミリー
10:00～11:30
場所　名田庄図書館

11
布絵本の会
9:30～11:30
場所　名田庄図書館

22
卓球教室
19:30～21:00
場所　総合運動公園体育館
対象　小学4年生～中学3年生
参加料　200円（保険代）

44,,1111

交通安全教室
13:30～15:30
場所　はまかぜ交流センター
対象　高齢者

1111
バランスボール教室
19:30～21:00
場所　はまかぜ交流センター
講師　岩澤 恵子 氏
対象　小学生以上

（小学生は保護者同伴）

1100
第２回マナー講座
「会話とコミュニケーション」
13:30～15:00
場所　総合町民センター
講師　津田さとみ 氏

3日、10日、17日、24日
◆幼児・児童コース　19：30～20：15
◆一般コース　20：30～21：30
場所　総合町民センター
講師　リード・ウォレン氏、

ハルフォード・トレーシー氏

中
央
公
民
館

英
会
話
教
室

地域に根ざした分館活動（名田庄公民館）

名田庄地域では、より地域に根ざした活動をしてもらおうと11
地区にある公民館（集会場）を拠点に、分館長がリーダーとなり
分館活動を行っています。
通学、下校時の見守りや環境美化、講演会やレクリエーション

など、活動は各分館様々です。今年の花見は、晴れたが3分咲き
だった所、満開だったが寒かった所もあり、宴会を取るか桜を取

るか難しい判断が要求さ
れたようです。
活動内容は、前期と後

期に分けて報告会（写真）
を行い情報交換の場とも
なっています。（報告会は、一般公開をしています）

15日（日）10:30～12:00
17日（火）19:30～21:00
20日（金）19:30～21:00
24日（火）19:30～21:00
28日（土）19:30～21:00
29日（日）15:00～16:30
場所　はまかぜ交流センター
対象　一般
講師　アクアスポーツ（株）インストラクター
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お
知
ら
せ

■おおい町役場
177-1111（代）

■名田庄総合事務所
167-2222（代）

（総務管理課）
167-2222

（郷づくり室）
167-2224

（住民サービス室）
167-2223

（教育委員会事務局　　　　
名田庄事務支局）

167-3701

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
（なごみ保健課）

177-1155（代）

■あっとほ～むいきいき館
（保健福祉室）

167-2000（代）

■ iネットぴあプラザ
（電子情報課）

177-9030

NEWS＆
INFORMATION

区区
長
連
絡
協
議
会
の
役
員

総
務
課

1
77
・
１
１
１
１

４
月
25
日
、
役
場
正
庁
で
区
長
連

絡
協
議
会
総
会
が
開
か
れ
、
新
し
い

役
員
が
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
成

源
太
郎
（
久
　
保
）

副
会
長
　
若
泉
裕
一
郎
（
青
　
戸
）

吉
田
　
吉
和
（
日
角
浜
）

前
田
　
善
男
（
三
　
重
）

理
事
　
　
濱
田
　
康
夫
（

14

）

山
口
　
隆
也
（

２

）

佐
近
　
茂
　
（
西
　
村
）

木
村
　
恒
雄
（
万
願
寺
）

森
下
　
智
行
（
福
　
谷
）

堀
口
　
良
三
（
納
田
終
）

監
事
　
　
金
森
　
義
雄
（

15

）

奥
　
　
祐
治
（
井
　
上
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

不
妊
治
療
費
を
助
成

な
ご
み
保
健
課
1
77
・
３
４
１
１

保
健
福
祉
室

1
67
・
２
０
０
０

町
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
の

一
環
と
し
て
、
不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
治
療
を
受
け
る
機
会

を
増
や
す
目
的
と
し
て
、
不
妊
治

療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
助
成
の
対
象
経
費

人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微

授
精
で
国
内
医
療
機
関
で
の
保
険

診
療
適
用
以
外
の
検
査
費
及
び
診

療
費
（
20
年
度
分
）

▼
助
成
の
額
な
ど

子子
ど
も
の
読
書
推
進
を

大
飯
図
書
館

1
77
・
２
８
２
０

子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
言
葉

を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力

を
高
め
て
い
く
う
え
で
大
切
な
も

の
で
す
。
子
ど
も
の
読
書
離
れ
を

防
ぎ
、
更
な
る
読
書
活
動
の
推
進

を
図
る
た
め
に
、
町
で
は
「
お
お

い
町
子
ど
も
の
読
書
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
が
必
要
に

住
民
福
祉
課

1
77
・
１
１
１
１

５
月
１
日
か
ら
、
法
令
改
正
に

よ
り
「
住
民
票
」、「
印
鑑
証
明
」、

「
戸
籍
証
明
」
を
申
請
さ
れ
る
場
合

に
、
本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

申
請
の
際
は
、
窓
口
で
の
運
転

免
許
証
ま
た
は
健
康
保
険
証
な
ど

の
提
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

春春
の
住
民
健
診
が
始
ま
り

ま
すな

ご
み
保
健
課
1
77
・
３
４
１
１

保
健
福
祉
室

1
67
・
２
０
０
０

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
（
特
定
健

診
）
や
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検

診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
を
行
い
ま
す
。
対
象
の
世
帯

に
は
「
お
お
い
町
検
診
調
査
票
」
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
40
歳
未
満
の

方
で
他
に
健
診
の
機
会
が
な
い
方

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
直
接
、
な

ご
み
保
健
課
ま
た
は
保
健
福
祉
室
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

行
政
に
つ
い
て
お
気
軽
に

ご
相
談
を

総
務
課

1
77
・
１
１
１
１

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
主
に

国
の
仕
事
に
つ
い
て
「
困
っ
て
い

る
こ
と
」
や
「
要
望
し
た
い
こ
と
」

な
ど
の
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

も
し
あ
っ
て
も
直
接
言
い
に
く

い
と
い
う
人
の
た
め
に
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
す
る
の

が
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

■
大
飯
地
域
担
当
は
、
岡
田
区
の

赤
松
祐
亨
さ
ん
（
1

77
・
０
３
３

４
）
で
す
。

■
名
田
庄
地
域
担
当
は
、
納
田
終

区
の
中
野
岩
二
郎
さ
ん
（
1

67
・

３
２
５
５
）
で
す
。

相
談
は
、
口
頭
、
電
話
、
手
紙

の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
県
や
町
の
仕
事
に
つ
い
て

の
内
容
で
も
結
構
で
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
定
例
行
政
相
談
も

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

会長の成 さん
「各区民と町政との太いパイプ

役となれるよう頑張りたい」

ん
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
大
飯
地
域
）

と
　
き

毎
月
第
１
金
曜
日

９
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯

（
名
田
庄
地
域
）

と
　
き

毎
月
第
２
土
曜
日

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

名
田
庄
総
合
事
務
所

①
町
内
に
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
１

年
以
上
住
所
の
あ
る
方
と
し
ま
す
。

②
経
費
の
２
分
の
１
に
対
し
、
年

間
20
万
円
を
限
度
に
、
１
年
度
に

１
回
の
助
成
を
し
ま
す
。



県民の歯を

守る週間
人　身
死　者
傷　者
物　損

6
1
5
48

本　年

内交通事故発生状況
（平成20年4月30日現在）

町
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と　き：6月19日（木）

13時～15時　

ところ：総合町民センター

名田庄山村開発センター

日頃の悩みごと、いじめ、不登校、体罰、

その他人権に関する相談に人権擁護委員が応

じています。相談は無料で秘密は固く守られ

ますのでご安心ください。

人 権 相 談

一
白
水
星

い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

本
月
の
運
気
は
順
調
に
伸
び
安
定

感
も
あ
る
。
多
少
の
苦
難
も
あ
る
が

引
込
み
思
案
に
な
ら
ぬ
よ
う
。
勇
気

を
持
っ
て
事
に
対
処
す
る
こ
と
が
肝

要
。
新
規
の
こ
と
も
見
込
み
有
り
。

☆
一
白
水
星

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星
　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星
　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星
　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生

☆
八
白
土
星
　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
生

☆
九
紫
火
星

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
生

三
碧
木
星

さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

本
月
の
運
気
は
非
常
に
幸
運
な
れ

ど
暗
剣
殺
と
合
坐
し
た
故
に
波
乱
が

生
じ
、
心
中
迷
い
が
多
く
変
化
変
動

の
月
と
な
る
。
断
交
な
ど
の
恐
れ
も

あ
り
軽
挙
を
慎
む
こ
と
が
必
要
。

二
黒
土
星

じ
こ
く
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
多
少
の
不
安
感
が

生
じ
る
が
止
ま
る
事
無
く
進
む
方
が

良
い
結
果
と
も
な
る
。
一
時
的
に
停

滞
も
あ
る
が
焦
ら
ず
そ
の
局
面
を
乗

り
越
え
る
事
が
運
気
を
変
え
る
。

六
白
金
星

り
く
は
く
き
ん
せ
い

本
月
の
運
気
は
や
や
下
降
気
味
と

も
言
え
安
心
は
出
来
ぬ
。
周
囲
か
ら

の
攻
撃
に
も
備
え
る
要
あ
り
。
吉
神

も
あ
れ
ば
誠
意
を
も
っ
て
事
に
当
た

れ
ば
円
満
に
解
決
出
来
る
。

五
黄
土
星

ご
お
う
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
衰
運
気
味
で
物
事

の
進
行
が
捗
ら
ぬ
。
迷
い
も
多
く
兎

角
軽
挙
妄
動
に
走
り
誤
解
も
招
き
易

く
な
る
。
何
事
も
慎
重
な
行
動
で
堅

実
な
方
法
で
事
に
対
処
が
肝
要
。

四
緑
木
星

し
ろ
く
も
く
せ
い

本
月
の
運
気
は
迷
信
上
で
は
極
端

に
凶
運
の
月
と
さ
れ
そ
う
だ
が
、
さ

に
あ
ら
ず
む
し
ろ
強
運
の
月
で
、
そ

れ
に
反
発
さ
れ
運
気
が
乱
れ
や
す
く

な
る
と
考
え
よ
。
万
事
に
慎
重
さ
を
。

七
赤
金
星

し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

本
月
の
運
気
は
あ
ま
り
上
運
と
は

言
え
ぬ
。
前
途
も
判
然
と
せ
ず
無
暗

に
前
進
す
る
の
は
考
え
も
の
。
し
ば

し
周
囲
の
状
況
を
観
察
し
現
状
の
維

持
に
努
め
る
の
が
最
も
適
切
。

八
白
土
星

は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
暗
雲
に
覆
わ
れ
た

ご
と
く
万
事
が
進
退
に
窮
す
こ
と
に

な
る
。
大
事
は
差
し
控
え
身
辺
、
現

状
維
持
に
努
め
る
こ
と
が
先
決
。
当

分
は
運
気
も
下
降
気
味
と
見
る
。

九
紫
火
星

き
ゅ
う
し
か
せ
い

本
月
の
運
気
は
先
月
よ
り
は
好
調

で
多
少
の
無
理
も
通
り
そ
う
。
し
か

し
今
月
も
強
硬
な
手
段
は
反
発
が
大

き
い
。
両
者
話
し
合
い
の
時
を
持
ち

妥
当
な
行
動
こ
そ
成
果
を
生
む
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

6月の運気
（6月5日～7月6日まで）

「
あ
り
が
と
う

い
つ
も
は
た
ら
く

歯
に
感
謝
」

８
０
２
０
運
動
（
80
歳
で
20
本
の
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
）

20
本
以
上
の
自
分
の
歯
が
あ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
　
食

べ
物
を
か
み
く
だ
き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
４
日
（
水
）
〜
６
月
10
日
（
火
）

大腸がん検診
を受けましょう！！

町で行っている大腸がん検診は、便潜血反応検
査です。大腸がんは出血しやすいので、便の中に血
液が混じっていないか調べ、混じっていた場合は精
密検査を行うことで、がん発見につながります。便
潜血反応検査は、成績が良くかつ低コストである
ため推奨されているがん検診の方法です。

検
診
を
受
診
し
て
、

大
腸
が
ん
を

早
期
に
発
見
し
ま
し
ょ
う
！

お問い合わせ　なごみ保健課 177・3411
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発電所の運転状況

大飯発電所 出　力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

1号機

2号機

3号機

4号機

117.5万KW

117.5万KW

118万KW

118万KW

昭和54年3月

昭和54年12月

平成3年12月

平成5年2月

1,991.2億ｋWｈ

1,415.7億ｋＷｈ

1,358.4億ｋＷｈ

7,207日

平　成　20 年

5月 6月

7,630日

5,018日

4,797日

※発電電力量および日数は平成20年4月末日現在の数値です。

2,117.9億ｋＷｈ

本格運転中　　　6月上旬～第22回定期検査予定

本格運転中

第13回定期検査中

本格運転中

大
飯

と
ぴ
っ
く
す
発
電
所

Topics

大飯発電所の耐震安全性評価結果中間報告

（図1）

○1号機の原子炉を「止める」「冷やす」、放射性物質を
「閉じ込める」ための主要な10施設について、策定した
「基準地震動Ｓｓ（大飯発電所は最大加速度600ガル）」の
揺れに対する耐震安全性を評価した結果、安全機能が確保
されていることを確認しました。

これらの評価結果については、経済産業省原子力安全・
保安院により確認されることとなっています。なお、最終
報告書については、平成21年9月までに報告する予定です。

（※1）：新耐震指針で要求されている原子力発電所の耐震設計に用いる地震動

＜想定する揺れ最大値（ 基準地震動　単位：ガル ）＞

◆中間報告のポイント
○新耐震指針に照らして、発電所周辺の地
質調査を実施しました。

○地質調査の結果に基づき、発電所に影響
のある活断層を評価し基準地震動Ｓｓ（※1）
を策定しました。

関西電力株式会社は、｢発電用原子炉施設
に関する耐震設計審査指針｣の改訂(以下
「新耐震指針」)に伴い、耐震安全性評価実
施計画書を策定し、原子力発電所の耐震安
全性評価を行っていますが、3月31日にそ
の中間報告書を経済産業省および福井県、
立地町等に提出しました。

発電所
若狭湾西部のA（Ｆｏ－Ａ）断層
若狭湾西部のC（Ｆｏ－Ｃ）断層

405 600大飯発電所

主な活断層（図1参照）新指針旧指針

止める

冷やす

閉じ込める 原子炉容器

原子炉格納容器

蒸
気
発
生
器

制御棒
蒸気

冷却材
ポンプ

水

水

加圧器

燃料



5日(木)
13日(金)

4日(火)
25日(火)
18日(水)
6日(金)・20日(金)

19日(木)・29日(日)

11日(水)・27日(金)
17日(火)

15

総人口 9,049 （－ 6）

（－ 3）

（－ 3）

（＋ 3）

女

4,397男

4,652

世帯数 3,094

平成20年5月1日現在　（ ）は前月比

まちの人口

窓戸籍の
平成20年 4月11日から

5月15日届出まで

（敬称略）
なな ごご みみ

いきいきいきいき

■乳幼児健康診査
2か月児・6か月児・1歳児健診
1歳6か月児健診
3歳児健診

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ
■すくすく広場
■精神保健相談・ミニデイケア
■リハビリ相談
■ふれあいのつどい
■春の住民健診
(ふるさと交流センター)
(し～まいる)
(なごみ)

12日(木)
18日(水)
26日(木)

6日(金）

20日(金)
27日(金)
27日(金)
24日(火）

19日(木）
25日(水）
29日(日）

なごみ保健課　1177-3411

保健福祉センター「なごみ」

■乳幼児健康診査
2～3か月児・6～7か月児・
1歳児健診

■すくすく広場
■老人クラブ健康相談
（坂本開発センター）
（挙野集会場）
■ふれあいのつどい
■リハビリ相談
■春の住民健診
(あっとほ～むいきいき館)

■肺がん・結核検診
（名田庄地域巡回）
■胃バリウム検診

■納田終・井上・中地区 6日(金)・12日(木)・17日(火)

■坂本・西谷地区 3日(火)・19日(木)・27日(金)

■下久田・久坂・下地区 5日(木)・13日(金)・24日(火)

■三重・小倉・美川地区 10日(火)・20日(金)・26日(木)

保健福祉室　11667-2000
あっとほ～むいきいき館

名　前　　 性別　　 保護者　　　 住所

藤田　信弘
のぶひろ

男　 敏一・裕子　　　13 区

渡 志優
しゆう

男　 覚 ・ 恵　　　 13 区

前田　乙羽
おとは

女　 真郁・ゆかり　　1の1区

浦松　海怜
み れ

女　　尚志・好美　 2 区

赤ちゃん

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

名　前　　　　 住所（ ）は旧姓・旧住所

小林　快浩　 青　戸
(門野）早恵 （小浜市）

竪田　泰浩　 15   区
(吉野）奈理　 （小浜市）

川口　紘輝　 河　村
( 岡 ） 直美　 （小浜市）

山口　勝也　 6 区
(中島）由紀子 （高浜町）

(日尾）慎司　 小浜市
知見　由恵　 （名田庄小倉）

たかさご

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

名　前　　 年齢　 性別　　 住所

向　　幸子　　　 89歳　　 女　　 名田庄三重

中野　ひさゑ　　 88歳　　 女　　 名田庄挙野

水上　亨　　　　 84歳　 男　 岡　田

柿本　ちよ 90歳　 女　 久　保

井 美代子　　 83歳　 女　 名田庄納田終

左中　光子　　　 79歳　 女　 福　谷

おくやみ

ごめい福をお祈りします。

6月

あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
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▼
「
健
康
の
た
め
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
よ
う
！
」。

今
年
は
早
く
か
ら
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
り
写
真
撮
影

に
集
中
し
よ
う
！
」。
気
ま
ぐ
れ

な
私
は
、
前
日
の
夜
に
考
え
が
変

わ
り
ま
し
た
。
▼
当
日
、
沿
道
で

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
構
え
て
い
る
と

後
方
か
ら
続
々
と
顔
見
知
り
が
。

私
を
見
つ
け
る
な
り
「
格
好
が
違

う
な
〜
。
何
で
歩
い
と
ら
ん
の
や
」

と
予
想
し
て
い
た
と
お
り
の
厳
し

い
声
。「
朝
起
き
た
と
き
ま
で
歩

こ
う
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
撮

影
が
た
い
へ
ん
で
・
・
・
」
と
用

意
し
て
い
た
言
い
訳
を
な
ら
べ
る

始
末
。
▼
来
年
は
我
が
子
を
無
理

や
り
連
れ
て
っ
て
で
も
完
歩
バ
ッ

ジ
を
手
に
入
れ
よ
う
。

（
森
）

編
集
後
記

  

おおい町文化財巡り～その12～

本
像
は
桧

ひ
の
き
の
一
木
造

い
ち
ぼ
く
づ
く
り
で
、
頭
部
に
細
か
く
整
っ
た

螺
髪

ら
ほ
つ

を
彫
出
し
、
額
の
白
毫

び
ゃ
く
ご
う
に
水
晶
を
入
れ
、
両
手
を

上
品
下
生
印

じ
ょ
う
ぼ
ん
げ
し
ょ
う
い
ん
（
来
迎
印

ら
い
ご
う
い
ん

）
に
結
び
、
体
全
体
を
覆
う
よ

う
に
衣
を
ま
と
い
、
蓮
華
座

れ
ん
げ
ざ

上
に
立
っ
て
い
ま
す
。

頭
部
・
体
部
は
桧
の
一
材
を
も
っ
て
彫
出
し
、
頭
部

は
耳
の
後
ろ
で
前
後
に
割
り
放
し
、
内
部
を
刳く

り
抜
い

た
あ
と
張
り
合
わ
せ
る
「
割
矧
造

わ
り
は
ぎ
づ
く
り
」
と
呼
ば
れ
る
手
法

で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
法
は
十
二
世
紀
頃
に
よ

く
使
わ
れ
ま
し
た
。

円
満
な
頭
部
の
輪
郭
と
両
眼
を
伏
せ
る
優
し
い
顔
、

丸
い
撫
肩

な
で
が
た

、
両
脚
の
間
に
流
れ
る
よ
う
な
Ｙ
字
形
を
つ

く
る
衣
文
線

え
も
ん
せ
ん

、
両
脚
を
行
儀
よ
く
そ
ろ
え
て
立
つ
体
勢

な
ど
、
像
容

ぞ
う
よ
う

全
体
が
穏
や
か
に
彫
出
さ
れ
、
平
安
時
代

後
期
の
特
色
を
よ
く
と
ど
め
て
お
り
、
中
央
の
仏
師
の

手
に
よ
り
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

福井県指定文化財

木造阿弥陀如来立像
もくぞうあみだにょらいりゅうぞう

・平安時代後期（12世紀）
・像高　95.2㎝

お問い合わせ先／
おおい町立郷土史料館　177-2820

奥の堂　おおい町大島


